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交通部会のお知らせ (第２４３回) 

 

日 時 平成２８年１０月２６日（水）午後２時半～４時半 

場 所 衆議院第二議員会館 地下１階 第１０会議室 

    千代田区永田町２－１－２ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・南北線）①番出口より下車４分、

永田町駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車３分。当日、

午後２時１５分より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げま

す。その時刻前に到着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビ

ーにてお待ち下さい。会議開始後にお越しの方は、受付に「第

１０会議室に行きたい」旨お伝え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の交通事故情勢について想う 

        挨拶 議長 松本治男 警察庁元近畿管区警察局長 

     ２、秋の全国交通安全運動期間中の交通事故発生状況 

   ３、自転車運転者講習制度施行１年の実施状況について 

     ４、１００㎞/h を超える規制速度の施行区間の選定等について 

   ５、交通事故統計（９月中及び１０月２５日まで） 

     解説 警察庁交通企画課 落合大地課長補佐（警視） 

 

報 告   去る９月２７日開催の第２４２回交通部会は、松本治男警察

庁元近畿管区警察局長が議長を務め行われました。 

 まず、松本議長より、「最近の交通事故情勢について想う」と

題して開会挨拶がありました。都会の道路は街灯が多いので２４

時間ある程度明るいが、地方の道路は夜間かなり暗く、歩行者の

認識がどうしても遅れる。そしてＬＥＤ化も進んでいないため信

号機の維持にも経費がかかる。最近は昔余り推奨されていなかっ

たハイビームによる運転を呼び掛けているようだ。また、弱視者 
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にも見やすい信号のあり方。障害物を自動的に回避できる運転システムなど、

今後技術の進歩によって更なる事故死者減少が期待されるものがある。 

 次に、警察庁交通局交通企画課落合大地課長補佐（警視）より、「平成２

８年上半期における交通死亡事故の特徴」について解説がありました。上半

期の交通事故死者数は１８２７人で、１０年前と比べると全年齢層で４割、

高齢者で２割減少したが、全体に占める高齢者の構成比は５４．６％と依然

高い。状態別に見てもいずれも１０年前の５～７割まで低下しており、特に

自動車乗用中は大きく減少している。また、７年ぶりに自動車乗用中が歩行

中を上回った。歩行中死者の法令違反率は６～７割、自転車乗用中は７～８

割で推移している。また、平成２７年中交通死亡事故の詳細分析についても

解説がありました。単路における正面衝突事故は、高齢者以外はカーブで、

高齢者は直線で事故が起きやすい。これは高齢者の認知速度の低下を示して

いる。また、高齢者の横断中事故は、右から自動車が走る（横断直後）場合

より左から走る（横断終了直前）場合の方が多い。高齢歩行者の特性として、

横断可能と判断する距離を左右同じと認識する。安全確認から横断開始まで

１，２秒の間が空く。横断中は左右の安全を確認しないなどが挙げられ、ド

ライバーにもこうした特性を啓発しているところである。 

 次に、「平成２８年秋の全国交通安全運動」について解説がありました。

秋の全国交通安全運動の実施期間は９月２１日～３０日の１０日間で、交

通事故０を目標とする日は３０日に設定されている。特にチャイルドシー

トやシートベルトの正しい着用の徹底、薄暮時や夜間における歩行者や対

向車の早期発見のための前照灯の早めの点灯、上向き点灯などを重点的取

組としている。 

 この後、委員一同にて盛んな意見交換があり、有意義な会合となりました。 
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